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論　文　内　容　の　要　旨

　目的

　心室中隔欠損に肺動脈閉鎖と主要体肺側副動脈を合

併する複合心奇形は従来手術不能とされてきたが，最

近は本症に対してunifocalization手術後に二期的に

心内修復術を行う2段階の治療法が行われるように

なった．しかしこの疾患に対する手術適応は確立され

ていない．そこでunifocalization前の血管造影を基に

肺動脈の形態の点数による指標化を試み，その手術適

応決定上の有用性を検討した．

　対象と方法

　対象はこの疾患で，unifocalization後に二期的に心

内修復術を行った症例23例（男13人，女10人）である．

血管造影，初回unifocalization，心内修復術をそれぞ

れ平均6．6歳，7．1歳，8．7歳時に行った．これらを心内

修復術後右室左室収縮期圧1以下で生存し得た手術成

績良好群19例と，右室左室圧比が1以上で姑息的Ras－

telli術となったか（2例），あるいは死亡した（2例）

手術成績不良群4例に分類した．

　各症例のunifocalization前の血管造影を基に，左右

の上中下6肺葉（左は本来2葉であるがこの論文中で

は上葉舌区（S4＋S5）を中葉と呼ぶ）それぞれのlobar

arteryに対して次のように分類して配点し，その点数

の合計を肺動脈点数とした．即ち，正常では6点満点

となる．1．無形成または弓形成一〇点，II．肺内の狭

窄径一〇，3点，IIL複数の灌流または著しい血管拡張蛇

行一〇．5点，IV．正常分枝一．1点．各肺葉内動脈の起始

は問わず，低形成は最大径が2mm未満とし，狭窄は非

狭窄径の1／3以下のものとした．この肺動脈点数値と術

後右脚左室圧比との関係を検討した．

　結果

　肺動脈点数は，成績良好群と成績不良群の間に有意

な差がみられ，成績不良群では0．1％の危険率で肺動脈

点数は低値であった．また，術後右室左室圧比と肺動

脈点数の間に有意な負の相関関係がみられた．肺動脈

点数値が4．5をこえる例では右室左室圧比が0．7未満で

あり，手術結果は良好であった．点数が3．5未満の症例

は，全例成績不良群であった．

　考察

　この疾患では太く，かつ多くの肺葉に分枝を出す中

心肺動脈が存在するものはむしろ少なく，肺動脈分布

は複雑で，低灌流による肺胞動脈の未発達な部位と，

狭窄のない太い主要体肺側副動脈による肺血流増加，

肺高血圧性変化のある部位が混在しており，この両者

が術前評価を困難にし，術予後を悪くしていた．今回

両者を考慮にいれて作成した肺動脈点数値は，予想通

り，高値なほど心内修復術成績良好で，低値なほど不

良であり，手術適応決定に有用であると考える．

　結論

　この疾患23例のunifocalization前の血管造影を基

に，新しい肺動脈の指標である肺動脈点数を求めた．

これが高値な程心内修復術の成績が良好で，低値な程

不良であった，肺動脈点数が3．5未満の症例は心内修復

術では慎重であるべきと思われた．肺動脈点数は心内

修復術の適応決定上のよい指標になり得ると考えられ

る．
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論　文　審　査　の　要　旨

　肺動脈閉鎖と主要体肺側副動脈を伴う心室中隔欠損は従来手術不能とされてきた複雑心奇形である．最近私

達は世界に先駆けてこの疾患の診断と手術に取り組み，一定の成果をあげてきた．この論文では，この治療困

難な疾患の手術適応の指標として，新しい肺動脈指数の臨床的有用性を検討したものである．この指標は手術

適応を客観的にきめる道を開くもので，将来さらに優れた指標をつくる第一歩となるものである．臨床的に価

値ある研究と認める．
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